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ಖ⫱ෆᐜ「表現」ᣦᑟ法に࠾ける評価に関する◊✲ 

―ポートフォリオ記㘓によるෆ発ⓗ評価の᭷ຠᛶについて― 

6WXG\ RQ WKH WHDFKLQJ PHWKRG RI FKLOGFDUH FRQWHQWV �H[SUHVVLRQ� 

―DERXW WKH HIIHFWLYHQHVV RI WKH LQWULQVLF HYDOXDWLRQ SRUWIROLR UHFRUGV― 

                     

㔠ཎ ග⚽ 

0LWVXKLGH )XNLQEDUD 

 

Ⅰ はじめに 

ᗂඣ教⫱に࠾ける㸳つの㡿ᇦ「ᗣ」「人㛫関ಀ」「⎔ቃ」「ゝⴥ」「表現」はᑵ学後の教⛉とは

質ⓗに␗なり、ᗂඣ期に࠾ける⥲合ⓗな発達を㋃まえながら「目ᶆ」や「ࡡらい」が㡿ᇦごとにタᐃ

されている。ಖ⫱現ሙでは、ᗂඣの㐟びやㅖ活動を通した発達段階を「㸳㡿ᇦ」のどⅬからとらえ、

ᗂඣ理ゎにᇶ࡙きながら㡿ᇦごとの活動の過⛬と達ᡂについて評価を⾜っていく。「ᗂ⛶ᅬ教⫱せ㡿」

「ಖ⫱ᡤಖ⫱ᣦ㔪」「ᗂಖ㐃ᦠᆺ認ᐃこどもᅬ教⫱・ಖ⫱せ㡿」の「表現」㡿ᇦに࠾ける評価の考え

方は、ᗂඣが人᱁のᇶ♏をᙧᡂする㔜せな期であること、ᑵ学後の「学習ᣦᑟせ㡿」に࠾いて「生

きる力」を⫱ࡴᇶ┙となるものを見ᤣえながら、「感じたことや考えたことを自分なりに表現するこ

とを通して豊かな感ᛶや表現する力を㣴い、創㐀ᛶを豊かにする」１�ことを「ࡡらい」としている。

それを㋃まえて周囲のことに関心をもつ「心」、యⓗに活動にྲྀり⤌ࡴ「意欲」、ಖ⫱活動に向

き合う「ែᗘ」がタᐃされている。ಖ⫱ෆᐜの質ⓗಖドを考えたとき、㡿ᇦごとのᣦᑟ法及び評価

項の考え方を理ゎすることはᚲ㡲となり、ᗂᑡ期の教⫱に࠾いてᑵ学後の学習に向かう「ྲྀり⤌ࡴ姿

勢」や「自ぬⓗな学び」につながると考えられる。がしかし、これらの評価項はᚲࡎしも目に見え

るᙧや姿として現れてくるとは㝈らない。 

「表現」㡿ᇦのᣦᑟ目ᶆや評価項を理ゎする㝈り、上ᡭに描いたり、ḷったり、作品⩏ⓗな結

果をồめる評価がᇶ‽となることはないが、学生が㐀ᙧ活動に向かう動ᶵの中には、作品や仕上がり

のฟ᮶ᰤえを᭱ඃඛに考えᤵᴗにྲྀり⤌ࡴ姿が日々見受けられる。そもそもᑵ学後のᅗ⏬工作や⨾⾡

教⛉にはᚓᡭ、ᚓᡭにຍえ、㧗➼学ᰯに㑅ᢥ⛉目としてᒚಟした者とそうでない者とに分かれる

現≧がある。学生にಶ人ᕪが見られる≧ἣの中で㐀ᙧ表現の▱識及び技能を習ᚓするための質ⓗಖド

を考えたとき、学びᡭがෆ発ⓗ⾜Ⅽをㄏ発するようなᣦᑟ法及び評価方法がḞかせないとのၥ題意識

に⮳った。    
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そこで短期大学に通うಖ⫱ኈ及びᗂ⛶ᅬ教ㅍを目ᣦす学生に対して㐀ᙧ表現のᤵᴗෆに３ṓඣか

ら㸳ṓඣ向けの㐀ᙧ࢝リ࣒ࣛࣗ࢟にἢった制作を⾜ってもらい、ྛ ಶ人が制作した作品をポートフォ

リオとしてフルに記㘓し、その┬察やᨵၿをྵめたㅮ⩏と₇習を �か᭶にわたりᐇした。㐀ᙧ

表現活動に࠾ける制作物や活動の記㘓は、評価の㝿の㔜せなᡭがかりとなること、そしてᗂඣ୍人୍

人の理ゎについて㐃⥆した活動のࢫࢭࣟࣉを通して῝めていく評価方法になると考えられる。学生自

㌟が㐀ᙧ表現のᤵᴗに制作した作品をポートフォリオとしてフルにಖ⟶・記㘓し、自らの作品

をᐈ観どしながら┬察を⾜い、あらたな自ᕫ課題や目ᶆタᐃにẼ࡙きをあたえ、㐀ᙧ表現に対するෆ

発ⓗな┬察とそのᨵၿにࡴけた意識のኚを㏣っていくことで、㐀ᙧ表現に࠾ける自ᕫ評価の意⩏や

᭷ຠᛶを᫂らかにしていきたい。 

日々の学習経⦋を記㘓していくことは、すでにಖ⫱現ሙに࠾いても学びの㐃⥆ᛶを㔜どする観Ⅼか

らᣦᑟィ⏬（ᣦᑟ）や日ㄅを作ᡂする㝿に⾜われて࠾り、教⫱活動のඹ᭷や┬察・ᨵၿなどにᙺ立

てている現≧がある。ᗂඣ㐀ᙧ表現に࠾けるポートフォリオ評価は、ಖ⫱ෆᐜ「表現」のලయⓗな「ࡡ

らい」と「ෆᐜ」をィ⏬・ᐇ㊶しながら、そのእ発ⓗ活動のࢫࢭࣟࣉを記㘓する教ᮦとなる。この記

㘓の活用によって、教師ྠኈが活動の記㘓をり㏉ることを通してᗂඣの発達過⛬やᗂඣ理ゎも῝ま

っていくものと期ᚅできる。
��ᙜึ、学生の中には「わたしはୗᡭだから」「ᅗ工はもともとⱞᡭ」「上

ᡭに描けない」などのᛮいや見ゎが見られたが、ᙼらの制作に向かう「心」「意欲」「ែᗘ」がど

のようにኚしていくのかそのࢫࢭࣟࣉを考察した。 

１㸬ポートフォリオの意⩏ 

ポートフォリオのಖ⫱現ሙでの活用については、㏆ᖺその意識が㧗まっている。本᮶ポートフォリ

オによる学習や評価は、୍人୍人のᏊどもが自らの「ᩥ⬦」に࠾いて創りであげていくというᵓᡂ

⩏�FRQVWUXFWLRQLVP�のᴫᛕをもとにయ⣔࡙けられてきた評価方法である。Ꮚどもは、生活のᩥ⬦に

༶して自らの課題をᵓᡂしたり、創意工夫をจらしていくࢫࢭࣟࣉを経る。それを㋃まえると「表

現」㡿ᇦに࠾ける学習は、人やࣔࣀとの対ヰを通じてᚎ々に㔊ᡂしながらᵓᡂされていくと考えられ

る。認▱心理学者の࢞ーࢼࢻーによれࡤ、ポートフォリオを活用した評価方法は、もともとアメリ࢝

♫が創㐀ⓗでಶᛶあるᏊどもを⫱ᡂすることをồめる教⫱ⓗせㄳから生まれたものとして、その後

ト学習➼でከく用いられてきている。現ᅾポートフォリオはᏊどもࢡ࢙ࢪࣟࣉ学習やࢫン࣐フォーࣃ

のᡂ㛗過⛬の記㘓をᅗるものとして学ᰯ教⫱の現ሙに活用されて࠾り、学ぶ過⛬で集めた資ᩱとそれ

に対する自分の意見や感想、そのつど感じたを᭩いたメࣔ、日記や㐃⤡ᖒ、自ᕫ評価や┦評価を

記したもの、教師やຓゝ者からのコメント、ಖㆤ者やᆅᇦの人々からの感想やຓゝまで及ぶ評価対㇟

項となる。
�）このようにポートフォリオは、ある目ⓗにそって学んだをከᵝな評価ᡭ段をっ

て中㛗期にわたって集したものであり、自ᕫ評価だけでなくࢫࣛࢡメトやಖㆤ者からのຓゝをྵ

めた、ከ㠃ⓗな評価としてᶵ能している。 
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発達の᭱㏆᥋㡿ᇦを♧したࣦ࢟ࢶࢦーは、୍ 人୍人の人㛫が自ら▱識をᵓᡂしていくࢫࢭࣟࣉに

いて、他者との関ಀによる発達㡿ᇦの㔜せᛶをᣦしている。それは、用する教ᮦや人ⓗ⎔ቃに࠾

けるᵓᡂの仕方によって「どのように学ぶのか」が㐪ってくる࠾ 4�ことを♧している。あるいはㄡと

୍⥴に学習するかによって▱識のᵓᡂの仕方が␗なってくるとゝいえることもできる。学習と学習

の過⛬を、୍人ࡦとりのᗂඣが▱識をᵓᡂしていくࢫࢭࣟࣉであると考えることで、▱識はえられ

るものと考えてきたᚑ᮶のあり方にಟṇが㏕られる。その意に࠾いて▱識や技能はࡴしろ୍人୍人

の人㛫が自らయⓗな活動を通じて自ぬⓗに⋓ᚓしていくࢫࢭࣟࣉであると考えるきである。そこ

では、すでにもっている▱識・技能にຍえ、ᵓᡂしてできる▱識をどのように結びつけていくのか

がၥわれてくる。 

㸰㸬自ᕫ評価と┦評価 

ᗂඣ教⫱のᇶ本は㌟の周りの生活⎔ቃを通して、ᗂඣ自らయⓗに㐟びやㅖ活動にྲྀり⤌ࡴ心や

意欲やែᗘの⫱ᡂにある。それを㋃まえれࡤ「表現」㡿ᇦに࠾ける㐀ᙧ教⫱の評価は、それ自యを目

ⓗとした「ෆ発ⓗ評価」をとして評価をᤊえるᚲせがある。さらにポートフォリオの記㘓による評

価のᑕ⛬は、フルのಖ⟶によって友達ྠኈで見せ合いながら่⃭を受けたり、教師ྠኈのሗの

ඹ᭷や活動の┬察やᨵၿに⮳るまで、┦評価をし合う教⫱ⓗຠ果にまで発ᒎするものとなる。ࣛࢡ

トとの対ヰをえて、「どのように描いたり」「㈞ったり」「⤌み立てたのか」をᖖ▱るこメࢫ

とがྍ能となる。そして「メࢱ認▱」として自ᕫと対ヰしながらᙧや色やᮦ質を㋃まえて制作యの

ᵓ想を見通し、㑅ᢥ・ุ᩿を࠾こない、まとめあげていく過⛬を経る。それは࠾のࡎと他者の評価ま

でがຍわることとなる。教師もまた学びᡭの制作物を確認しながら、次回に向けた課題やࢸー࣐を୍

人ࡦとりの発達過⛬にしたがってᥦ♧したり、ᵓᡂすることができる。表現のከᵝᛶにฟい、も

のの考え方をᗈげていくためにもポートフォリオが₯ᅾⓗにもつෆ発ⓗな評価を᭷ຠ活用すること

がᗂඣ㐀ᙧ教⫱やᑵ学後の学習活動に大きなຠ果をもたらすと考えられる。よい評価はそれ自యがᣦ

ᑟにもつながるものとなる。 

Ꮚどもの発達・ᡂ㛗を見ていく㝿は、中㛗期にわたってᗂඣの学習経過のࢫࢭࣟࣉを㏣ってከ㠃ⓗ

に評価していくことがồめられるⅭ、ポートフォリオの活用によってᗂඣの学びを่⃭するような

ሗをえるものとしたい。またಖ⫱ኈやᗂ⛶ᅬ教ㅍをめࡊす学生に࠾いても、ෆ発ⓗ評価の意⩏とそ

の᭷ຠᛶをྛ自がᐇ感として認識することができれࡤ、現ሙでの᭷ຠ活用や発ᒎも期ᚅできる。自ᕫ

のෆ発ⓗな評価によって自ら課題を見つけ、యⓗに学習しな࠾し、ᛮ考し、እ発ⓗにၥ題をゎỴす

る資質や能力を㣴うことが教⫋課⛬にႚ⥭の課題となる。 

ϩポートフォリオ記㘓による自ᕫ評価のᐇ及びアンࢣートㄪᰝの分ᯒ 

ಖ⫱者をめࡊすධ学ᙜึの学生が、㐀ᙧ表現に対してどのような༳㇟や意識をᢪいているのかを᫂

らかにするために、ึ回のᤵᴗの中でྛ自に目ᶆをタᐃしてもらい、ྛ制作の課題に対してどのよう

な学びをᘬき㉳こし、どのように対ฎしᨵၿされたのか、り㏉りなどをえながら᳨ウし次回の制
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作にどのように生かしていくのかについて、୍ᐃ期㛫の中でその過⛬を㏣っていった。ポートフォリ

オによる評価は自ᕫに対する評価であることが前ᥦとなり自由ᗘも㧗いものとなるが、୍ 方でྛ自の

課題や学習評価のあり方の方向࡙けにもかかわるෆᐜとなるため、学生にも自ࡎと㈐௵がకう学習工

⛬となる。 

１㸬アンࢣートㄪᰝ及び結果 

本◊✲ではᗂ⛶ᅬ教ㅍ・ಖ⫱ኈ資᱁を目ᣦす学生の㐀ᙧ表現に࠾けるᣦᑟ法やຓのどⅬ及び評価

のᮃましいありかたについて、ポートフォリオを用したෆ発ⓗ評価に࠾けるㄪᰝとその᭷ຠᛶにつ

いて考察した。学生がᗂඣの㐀ᙧ表現とྠᵝの課題に対して㏣య㦂するように作品を制作し、その後

ྛ自のポートフォリオにフルし、┬察・ᨵၿを⾜う。 

 対㇟者ی

ಖ⫱者を㣴ᡂする短期大学、㸰０１㸵ᖺᗘにධ学した 1ᖺ次学生㸵６ྡ（⏨１８ྡ、ዪ㸳８ྡ） 

��1� ᖺ 4 ᭶㹼�᭶までの㐀ᙧ表現のᤵᴗで作品（ྛ✀技法を用いた描く活動）を制作し、ポートフォ

リオを活用して記㘓と発表を⾜う。その後、ྛ自の制作や発表に࠾ける┬察やᨵၿⅬついてアンࢣー

トㄪᰝをᐇした。 

         �技法✀ྛࢡࢵࢳ࣐オート�制作課題ی

課題となるࢸー࣐はᗂඣ㐀ᙧ「ྛ✀技法を用いた描く活動」にἢって、ྛ 学生が課題࡙くりを⾜う。 

１フン࢞ー࣌ンࢸンࢢ（ᣦ⤮） 㸰ࢻリࣆࢵンࢢ（྿きὶし・⤮のලὶし） ３ࢱࢫンࣆンࢢ

（ᆺᢲし）㸭࣐ーࣈリンࢢ（ቚὶし）４コࣛーࣗࢪ（㈞り⤮）㸭㸳にじみ・ࡰかし⤮ ６ࢱࢵࣃࢫリ

ンࢢ（㟝྿き）㸭㸵ࢳࢵࣛࢡࢫ（ࡦっかき） 

学生作品１     学生作品㸰     学生作品３     学生作品４      学生作品㸳 

   

 ートෆᐜと項目Ⅰࢣアンی

〇制作のㄪᰝ項目 

① 自分にとって次の課題を見つけることができた。 

② 丁寧に仕上げることができた。 

ճ 意欲・関心をもって作品制作にྲྀり⤌ࡴことができた。 

մ 今回のィ⏬やࡡらいは達ᡂできた。 
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⑤ 創意工夫をして制作することができた。 

●自由記述欄（ポートフォリオを活用した制作を通してのまとめと感想） 

〇評価項目（※項目ごとに 4段階評価及び理由やコメント） 

Ａ：とてもよくできた。Ｂ：だいたいできた。Ｃ：あまりできなかった。Ｄ：ほとんどできなかった。 

 

 

表 1 

■考察Ⅰ 

制作①について【Ａ：４９％ Ｂ：３４％ Ｃ：１１％ Ｄ：６％】 

自分にとって次の課題を見つけられたかとの項目に対して前向きな回答がＡＢ合わせて８割を越

えた。コメント欄では「次回は、細かいところまで描くことができるようになりたい。」「雑な塗り

方が目立ったので次は丁寧に描いていきたい。」「次回はより綺麗な色をつくりだせるようにしたい。」

「自然や本物らしさをより表現したかった。」など次回に向けた意欲が見受けられた。また「友人の

作品をみて工夫のしかたを学んだ。」「見せ方や飾りの仕方を学ぶことができたので次回に生かした

い。」「他者の作品を観ながらもっといい作品をつくりたいと感じた。」「友達のつかった技法を次

回自分なりに生かしていきたい。」など他者のポートフォリオを確認したり、発表を通じて学習する

姿勢が見られた。その他「周囲に遅れをとらぬよう意識した。」「動物の色をリアルに描きたかった

が描けなかった。」「もっと考えて技法を活用したい。」など。 

制作②について【Ａ：１６％ Ｂ：３０％ Ｃ：３６％ Ｄ：１８％】 

丁寧に仕上げることができたかについて「とてもよくできた。」が１６％にとどまる結果となった。

日々の生活の中で「丁寧さ」を心がけることは教師の資質・能力に関わるため、今後の経過をつぶさ

保育内容「表現」指導法における評価に関する研究 283



 ― � ―

に見ていくᚲせᛶを感じた。コメント欄では「ⱝᖸ雑なところが目立った。」「雑な塗り方が目立っ

た。」「雑なところがあるが、丁寧さを意識して描いた。」「きれいなኤ日になるように㸳色を丁寧

に活用した。」などの回答が見られた。 

制作ճについて【Ａ：３６％ Ｂ：３１％ Ｃ：㸰４％ Ｄ：９％】 

意欲・関心をもって作品制作にྲྀり⤌ࡴことができたかのコメントでは「よく観察して考えながら

集中して制作できた。」「✚ᴟⓗに表現できた。」「ᢳ㇟ⓗなᙧからメーࢪを⭾らませることがで

きた。」「᪂⪺⣬での制作はᑠ学ᰯ௨᮶でஂしぶりにᴦしかった。」「ᗂいころにᡠったみたいでᴦ

しんで制作できた。」「ఱを作ろうか考える過⛬がとてもᴦしかった。」「❺心にかえり、ክ中にな

ってྲྀり⤌んだ。」「ᡭでࡂࡕったりษったりしてᙧをᴦしみながら制作できた。」「Ꮚどもがᴦし

んで〇作している姿が想ീできた。」などの回答となり、制作にᴦしみ、意欲ⓗにᐇ技にྲྀり⤌ࡴ前

向きな学生がከく見られた。しかし୍方で「あまり関心をもってྲྀり⤌めなかった。」との回答も見

られ、今後のಶูᣦᑟやᨭがᚲせとなる。 

制作մについて【Ａ：１㸵％ Ｂ：４㸰％ Ｃ：㸰１％ Ｄ：㸰０％】 

制作のィ⏬やࡡらいは達ᡂできたかについては「അ然できたᙧを想ീして上ᡭに作りたいものを作

ることができた。」「にじみຠ果をうまく用してᗁ想ⓗかつ本物らしさを上ᡭく表現することがで

きた。」「ࢸー࣐通りの仕上がりとなった。」「さまࡊまなᙧから୍つのࢸー࣐の作品を仕上げるこ

とができた。」「࣐ーࣈリンࢢがきれいにできた。⤮の上ᡭやୗᡭにかかわらࡎ、ᴦしみながら㐟

る。」などィ⏬にそって㐍められた学生がいる୍方で「これがつくりたいとᛮいはᙉくても、理想ⓗ

に仕上げることができなかった。」「ィ⏬ⓗにྲྀり⤌んだがあまり達ᡂできなかった。」「自ᕫ表現

が上ᡭにできなかった。」「ᡂᅗとࡕがう作品となってしまった。」などィ⏬やࡡらいを達ᡂでき

 。にⴱ⸨やヨ⾜㘒ㄗするコメントもከく見られたࡎ

制作⑤について【Ａ：１㸰％ Ｂ：３３％ Ｃ：３４％ Ｄ：㸰１％】 

創意工夫をして制作することができたかのၥいについては「とてもよくできた。」が１㸰％にとど

まる結果となった。「⊧をࢹフォルメして工夫した。」「人㨶のࢩルࢵ࢚トや㨶の目の⣲ᮦを工夫し

て仕上げることができた。」「ⰼとኴ㝧を工夫してメーࢪを⭾らませことができた。」「✵ⓑを᭷

ຠに活用できた。」「発想をኚえれࡤ作品がどんどんኚしていく・・。」「ⓙの発表のいいところ

をྲྀりධれて〇作した。」「色のࣛࣂンࢫを考えながらᙬ色できた。」「⼖の⩚をᵝ々なᶍᵝをつか

って表現することができた。」「Ỉをつかってࢹࣛࢢーࣙࢩンを表現することができた。」など創意

工夫を心がけて制作にྲྀり⤌んだ結果、上ᡭく制作に活かせた学生に対して、「発想がわかࡎに工夫

がஈしい作品となった。」「次回はよりよいものを作りたい。」「ఱもないᙧからどう想ീするかᝎ

んだ。」「より工夫がᚲせと感じた。」など工夫のవᆅがᚲせと感じる結果となった学生もከく見ら

れたが、次回の制作に向けた前向きなコメントも確認できた。 

●自由記述欄について 
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ポートフォリオを活用した制作を通してのまとめや感想➼の自由記述欄では、「フルにするこ

とで自分のࣞ࣋ルにそった学習ができる」「過ཤの自分の制作の段階がわかるので、り㏉りにⰋい。」

「現ሙのᏊどもとの制作でもえそう。」「ಖㆤ者にもᏊどもがつくった作品を見て႐んでもらえそ

う。」「人と技⾡をẚ㍑しないので、↔らࡎ学ると感じた。」「ᡂ㛗や発達の段階が確認できる記

㘓となる。」「ᗂ⛶ᅬに通っていた㡭の作品をṧして࠾いてくれるだけで、Ꮀしいと感じる。」など

ポートフォリオの活用が、学生にとって教⫋としての意識を㧗める動ᶵに結びつく回答が見られた。 

 ートෆᐜと項目ϩࢣアンی

〇発表のㄪᰝ項目 

  。トの作品や発表から表現方法など学ぶことができたメࢫࣛࢡ ①

② 教師としてࡎかしがらࡎに人前で発表することができた。 

ճ 発表では自ᕫ表現することができた。 

մ 今までの㐀ᙧ表現の見方や考え方をᗈげたり、῝めることができた。 

●自由記述欄（これからのᗂඣ㐀ᙧ表現に生かしたい HWF） 

〇評価項目（※項目ごとに 4段階評価及び理由やコメント） 

Ａ：とてもよくできた。Ｂ：だいたいできた。Ｃ：あまりできなかった。Ｄ：ほとんどできなかった。 

 

表 � 

■考察Ⅰ 

発表①について【Ａ：４㸵％ Ｂ：３０％ Ｃ：８％ Ｄ：１㸳％】 

トの作品や発表を通じてཧ考となったり、表現技法を学習したりすることが「とてもよメࢫࣛࢡ

くできた」との回答が４㸵％とከくみられた。発表や自ᕫの作品を⧞り㏉し確認できるポートフォリ
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オによって他者とのẚ㍑や、ከᙬな表現のྍ能ᛶ、自㌟の制作ࢫࢭࣟࣉに対する┬察やᨵၿⅬをᶍ⣴

しているᵝᏊが確認できた。 

発表②について【Ａ：８％ Ｂ：１８％ Ｃ：㸳０％ Ｄ：㸰４％】 

ධ学ᙜึの学生にとって人前で発表することに័れて࠾らࡎ、ࡎかしがっている学生が⣙㸵割を

༨めた。教師となる学生に対して⧞り㏉し発表のሙをᘬき⥆き⾜い、いい意でሙ័れしていくこと

が課題となる。 

発表ճについて【Ａ：㸳％ Ｂ：㸰９％ Ｃ：㸳４％ Ｄ：１㸰％】 

自ᕫ表現できたかの質ၥでは「自ಙをもって作品をㄝ᫂できなかった。」などࡎかしい感がඛ

⾜してしまい「あまりできなかった。」が㸳４％とከᩘを༨め、自ᕫ表現が上ᡭくできなかったとの

回答がከく見られた。また自由記述欄では「㐀ᙧでの表現の仕方がわからない。」などᡞᝨう学生の

ኌもきかれた。今後、ᗄᗘと発表のᶵをቑやしながら自ᕫ表現力を㧗めていくことが課題となる。 

発表մについて【Ａ：４９％ Ｂ：３㸰％ Ｃ：１㸵％ Ｄ：㸰％】 

㐀ᙧ表現についての見方がᗈがったり、考え方が῝まったと答える学生がከく見られた。このこと

は制作の発表にຍえ、友人やࢫࣛࢡメトの制作した作品を見せ合うことで、表現のከᵝᛶを学ぶ学

習ຠ果にᙳ㡪していると考えられ、ポートフォリオの᭷ຠᛶが確認できる結果となった。 

●自由記述欄について 

これからの㐀ᙧ表現に生かしたいこと➼の自由記述欄では、「ࢫࣛࢡメトの作品を見習いたい。」

「友人の作品に่⃭された。」「今後他者の創㐀ⓗな作品をཧ考にしていきたい。」「発表を⪺きな

がらⓙの作品をたくさん྾していきたいと感じた。」など、友人やࢫࣛࢡメトの作品に่⃭され、

次回の制作に向かう前向きな姿勢となる回答がከくみられた。このことは発表によって制作物をࣛࢡ

の✚ᴟⓗな心やែᗘをもたンや意欲、表現活動ࣙࢩー࣋ࢳに㛤♧することで、ከくの学生のࣔࢫ

らすຠ果が期ᚅできる結果となった。また、「࢟ࣁ࢟ࣁと⪺こえるようにᜍれࡎに発表したい。」「し

っかり前をみて発表することができなかった。」「人前にでるのはまだ័れてないとᐇ感した。」「ᇽ々

と人前に立って発表し、自分の作品を他者に上ᡭにఏえられるようにしたい。」など、自㌟の発表に

対して、┿に┬察・ᨵၿしようと向き合う回答もከく見られた。これらを㋃まえ、人前でヰすこと

について、あがらࡎにⴠࡕ╔いて発ゝすることの大ษさや㞴しさを「メࢱ認▱」として学生がయ感し、

次回௨㝆にᨵၿしようとする┿ᦸな姿勢がうかがえる結果となった。その他「ྠ色のᢡり⣬を用し

すࡂて、ᣢཧしたᮦᩱが㊊りなくなってしまったので、次回はィ⏬ⓗに制作したい。」「᪂⪺⣬を◚

いてできたᙧを観察したり、想ീすることで感ᛶが㘫えられると感じた。」「さまࡊまな作品を見て

ࡂだったり、ಶᛶⓗな作品に่⃭された。自分もそうᛮってもらえる作品を作りたい。」「つࣞ࢟

は⫼ᬒの色をにじみຠ果を用いて工夫できるようにしたい。」「ᣦで描くຠ果が、➹では表せない㠃

ⓑい表現となることをはじめて▱った。」「色のい方、技法を୍つの作品の中でたくさん⤌み合わ

せていたい。」「Ỉ分の㔞をㄪ⠇するだけで色に࣒ࣛがでたり、はみฟしがなくなることにẼい
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た。」「ᡭがởれてしまったが丁寧に仕上げることができた。」「創意工夫を心がけて制作を῝めて

いきたい。」「関心をもってྲྀり⤌んだが⣡ᚓのいく作品に仕上がらなかった。」「࣑ࢧࣁのᢅいが

人よりも雑であることにẼ࡙いた。」など自㌟の制作を通してᗂඣに㐀ᙧᣦᑟ・ຓするሙ㠃を想ീ

しながら、ᗂඣの対ᛂの仕方やᨭやຓの方法を学生自らᛮ考し、ุ᩿する心や意欲が確認で

きた。 

Ϫ 結果及び考察 

ಖ⫱ෆᐜ「表現」㡿ᇦで用いるオートྛࢡࢵࢳ࣐✀技法はもともとⱁ⾡表現として発生し、⣲ᮦの

ᛶ質やഅ発ᛶによる表現の㠃ⓑさをもつ。またⱁ⾡⒪法としても、ಖ⫱現ሙで᭷ຠな㐀ᙧ表現活動の

せな࣒ࣛࢢࣟࣉとして認▱・ᐇ㊶されている。本◊✲では、それらの技法に࠾ける表現のฟ方をヨ

したり、技法と技法を⤌み合わせたり、ᶍᵝやᮦᩱをᐤせ集めてࣉリコࣛーࣗࢪ制作をしたり、メ

ー࣡ࢪーࢡをしながらಖ⫱者を目ᣦす学生がポートフォリオによるෆ発ⓗ評価のࢫࢭࣟࣉを通じて、

自㌟がどのようにኚし、ᗂඣの㐀ᙧ活動に対する意識や┬察及びᨵၿに作用したのかを３࢝᭶にわ

たりㄪᰝしてきた。 

アンࢣートㄪᰝの結果から、㐀ᙧ表現に対するⱞᡭ意識のඞ᭹や㐀ᙧ表現をぶしࡴためのᣦᑟや

ຓのあり方について、自ᕫのෆ発ⓗ評価を通して、その᭷ຠᛶがయとして᫂らかとなり、これらは

教師の学生理ゎを῝めるᡭかりとなるとྠに、ಖ⫱者を目ᣦす学生にとってಖ⫱ෆᐜ「表現」㡿

ᇦの評価の考え方や、ලయⓗなᣦᑟ法について➼、ᗂඣ理ゎに向けた記㘓による┬察の㔜せᛶが♧さ

れる結果となった。ྛ 学生がポートフォリオを用してᐇ㝿にࢫࣛࢡメトや友人との┦作用ⓗな

かかわりを通じて自分なりに᥈ồしたり、工夫したり、自ᕫ課題や技能を発見していく姿勢を認識し

ていくᶵにできたと考えられる。このことから「記㘓」は教師が自分自㌟の㐀ᙧ表現をはじめ、ᗂ

ඣの発達を㋃まえた姿をり㏉る㝿に㔜せなᙺ割を果たしていくこと、さらにはᗂ⛶ᅬయでሗを

ඹ᭷したり、学びあうためのᇶ┙となる ��と考えられる。これらはポートフォリオによる自ᕫのෆ発

ⓗな評価が、発達の過⛬にᛂじて、୍人୍人の⫱ࡕのࢫࢭࣟࣉとᡂ果を⥲合ⓗに評価していくಖ⫱ᣦ

ᑟ法となることを♧၀している。 

ᗂඣ期の表現のあらわれは、≉ᐃの活動や፹だけでなく、その表や㌟りなどさまࡊまにእ発

する表現యの⥲యとしてあらわれる。記㘓を通じて自分のᛮいを表現してఏえることや、他者の作

品を通して表現を受けとめ、「自ᕫ発」や「自ᕫㄪᩚ」をしながら、♫ᛶを学ぶᶵとなると考

えられる。そしてಖ⫱・教⫱現ሙに࠾ける「記㘓」の᭷ຠ活用によって、ᗂඣの発達・ᡂ㛗に࠾ける

ᢕᥱと課題とをいのಖ⫱者やಖㆤ者にࡴけて㛤♧し、ሗをどぬして┬察できるែ勢をᩚえて࠾

くことがよりⰋいಖ⫱及びಖ⫱の質のಖドにつながる。 
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１）㣤⏣⪽ᙪ・ᮌᮧ⨾ᖾ ��1�「ᗂ⛶ᅬ教⫱せ㡿」ࠑᖹᡂ �� ᖺබ♧ࠒフࣞー࣋ル㤋 㹮11、S�� 

保育内容「表現」指導法における評価に関する研究 287



 ― 10 ―

㸰）㛗℩・ᑠ㇂・⏣中 ��1� ࠗᗂඣ教⫱学ࣁン��1࠘ࢡࢵࣈࢻ� 㢼㛫᭩ᡣ S��、S�� 

３）ຍ⸨ᖾ次・Ᏻ⸨㍤次 1��� ࠗ⥲合学習のためのポートフォリオ評価࠘㯪᫂᭩ᡣ S4� 

４）前ᥖ᭩ S1� 

㸳）ᩥ㒊⛉学┬ ᖹᡂ �� ᖺ �᭶ ࠗᣦᑟと評価に生かす記㘓࠘ࣕࢳルࢻ本♫㹮� 

ཧ考ᩥ⊩ 

１）ᩥ㒊⛉学┬ ᖹᡂ �� ᖺ �᭶ᨵゞ ࠗᗂඣ理ゎと評価࠘ࡻࡂうせい 

㸰）⏣中⪔・す岡ຍྡᜨ 1���ࠗ⥲合学習とポートフォリオ評価法 ධ㛛⦅࠘日本ᶆ‽  

３）㣤⏣⪽ᙪ・ᮌᮧ⨾ᖾᩥ ��1�「ಖ⫱ᡤಖ⫱ᣦ㔪」ࠑᖹᡂ �� ᖺබ♧ࠒフࣞー࣋ル㤋 

４）᳃┾理 ��1� ࠗポートフォリオධ㛛࠘ᑠ学㤋 

㸳）ࣦ࢟ࢶࢦー/�6 ᰘ⏣⩏ᯇヂ ���1ࠗᛮ考とゝㄒ࠘᪂ㄞ᭩♫ 

 ∧ー+ ����ࠗከඖⓗ▱能のୡ⏺࠘日本ᩥ教ฟࢼࢻー࢞（６

 
 
 

 ― 10 ―

㸰）㛗℩・ᑠ㇂・⏣中 ��1� ࠗᗂඣ教⫱学ࣁン��1࠘ࢡࢵࣈࢻ� 㢼㛫᭩ᡣ S��、S�� 

３）ຍ⸨ᖾ次・Ᏻ⸨㍤次 1��� ࠗ⥲合学習のためのポートフォリオ評価࠘㯪᫂᭩ᡣ S4� 

４）前ᥖ᭩ S1� 

㸳）ᩥ㒊⛉学┬ ᖹᡂ �� ᖺ �᭶ ࠗᣦᑟと評価に生かす記㘓࠘ࣕࢳルࢻ本♫㹮� 

ཧ考ᩥ⊩ 

１）ᩥ㒊⛉学┬ ᖹᡂ �� ᖺ �᭶ᨵゞ ࠗᗂඣ理ゎと評価࠘ࡻࡂうせい 

㸰）⏣中⪔・す岡ຍྡᜨ 1���ࠗ⥲合学習とポートフォリオ評価法 ධ㛛⦅࠘日本ᶆ‽  

３）㣤⏣⪽ᙪ・ᮌᮧ⨾ᖾᩥ ��1�「ಖ⫱ᡤಖ⫱ᣦ㔪」ࠑᖹᡂ �� ᖺබ♧ࠒフࣞー࣋ル㤋 

４）᳃┾理 ��1� ࠗポートフォリオධ㛛࠘ᑠ学㤋 

㸳）ࣦ࢟ࢶࢦー/�6 ᰘ⏣⩏ᯇヂ ���1ࠗᛮ考とゝㄒ࠘᪂ㄞ᭩♫ 

 ∧ー+ ����ࠗከඖⓗ▱能のୡ⏺࠘日本ᩥ教ฟࢼࢻー࢞（６

 
 
 

288　豊岡短期大学論集　第14号（2017）




